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合気会鏡開き式

講道館鏡開式
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ニュース　講道館鏡開式

　

講
道
館
鏡
開
式
が
１
月
10
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
参
加
者

を
限
定
し
、講
道
館
大
道
場
で
行
わ
れ
た
。

　

当
日
は
、
感
染
防
止
の
た
め
参
加
人
数

を
制
限
し
た
上
で
、
マ
ス
ク
着
用
や
検

温
、手
指
の
消
毒
が
徹
底
さ
れ
た
。ま
た
、

観
覧
席
は
前
後
左
右
に
1
㍍
の
間
隔
を
空

け
て
設
置
さ
れ
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ

ン
ス
が
確
保
さ
れ
た
。

　

式
は
午
前
10
時
に
始
ま
り
、
初
め
に
講

道
館
員
を
代
表
し
て
小お

野の

沢ざ
わ

弘ひ
ろ

史し

八
段
が

「
昨
年
は
医
科
学
専
門
家
の
知
見
を
得
な

が
ら
感
染
拡
大
防
止
に
努
め
、
コ
ロ
ナ
禍

で
も
夏
期
講
習
会
や
全
国
柔
道
高
段
者
大

年頭の挨拶を述べる
上村春樹館長

講
道
館
鏡
開
式

知
恵
と
工
夫
で
難
局
克
服

上
村
館
長
が
年
頭
挨
拶

会
な
ど
の
各
種
行
事
を
実
施
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
和
だ
か
ら
こ

そ
柔
道
が
存
分
に
で
き
る
こ
と
、
健
全
で

豊
か
な
人
間
性
を
育
む
大
切
さ
な
ど
、
柔

道
の
原
点
に
回
帰
し
ま
し
た
。
嘉
納
師
範

の
理
念
と
思
想
を
受
け
継
ぎ
、
講
道
館
柔

道
の
研
究
、
普
及
、
発
展
に
傾
注
す
る
こ

と
を
誓
い
ま
す
」
と
賀
詞
を
述
べ
た
。

　

次
に
、
上う
え

村む
ら

春は
る

樹き

講
道
館
館
長
よ
り
年

頭
挨
拶
が
あ
っ
た
。

「
鏡
開
式
は
講
道
館
が
創
始
さ
れ
て
間
も

な
く
始
ま
っ
た
歴
史
と
伝
統
の
あ
る
重
要

な
行
事
の
一
つ
で
す
。
新
年
を
祝
い
、
館

員
の
一
年
の
無
病
息
災
を
祈
る
の
が
趣
旨

で
す
。
昨
年
か
ら
世
界
中
で
困
難
な
状
況

が
続
き
、
柔
道
界
で
も
い
ろ
い
ろ
な
こ
と

が
起
き
ま
し
た
。
講
道
館
も
一
時
、
閉
館

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
今
も
マ
ス
ク
を
着
け

た
ま
ま
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
我
々
は
教
育
と
し
て
の
柔
道
、
人
づ

く
り
と
し
て
の
柔
道
を
や
め
る
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
感
染
症
対
策
を
十
分
に
行

い
、
皆
で
知
恵
を
出
し
、
工
夫
し
て
こ
の

修
行
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
嘉

納
師
範
の
遺
訓
に
立
ち
返
り
、
地
道
な
が

ら
も
確
実
に
『
精
力
善
用
』『
自
他
共
栄
』

の
実
践
に
努
め
、
柔
道
の
正
し
い
普
及
・

振
興
、
そ
し
て
後
世
に
正
し
く
柔
道
を
伝

え
て
い
く
責
務
を
果
し
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
の
早
期
収

束
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
と
成
功
、
そ
し
て
皆
様
に
と
っ
て

良
い
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
」

　

そ
の
後
、
７
種
の
形
の
演
武
が
披
露
さ

れ
た
。
例
年
、
形
の
後
に
行
わ
れ
て
い
た

全
日
本
強
化
コ
ー
チ
・
選
手
と
修
行
者
と

の
乱
取
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
防

止
の
た
め
、
実
施
が
見
送
ら
れ
た
。

　

昇
段
発
表
証
書
授
与
で
は
、
上
村
館
長

か
ら
昇
段
し
た
各
段
位
の
代
表
者
に
証
書

が
手
渡
さ
れ
た
。
な
お
、
感
染
対
策
の
た

め
、
恒
例
の
し
る
こ
会
は
中
止
と
な
り
、

代
わ
り
に
来
場
者
へ
持
ち
帰
り
用
の
紅
白

饅ま
ん

頭じ
ゅ
うが
振
る
舞
わ
れ
た
。

（
文
・
写
真
＝
講
道
館
）

小野沢弘史八段による講道館員代表挨拶

昇段発表証書授与式
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「固の形」

■
形
演
技
者

◇
投
の
形
＝
取
・
仮
屋
力
六
段
、
受
・

藤
中
拓
馬
四
段

◇
固
の
形
＝
取
・
平
野
弘
幸
七
段
、受
・

鮫
島
康
太
五
段

◇
極
の
形
＝
取
・
南
保
徳
双
六
段
、受
・

畠
山
洋
平
五
段

◇
柔
の
形
＝
取
・
灰
原
茉
美
女
子
五

段
、
受
・
秋
山
日
向
子
女
子
四
段

◇
講
道
館
護
身
術
＝
取
・
向
井
幹
博
七

段
、
受
・
山
本
三
四
郎
七
段

◇
五
の
形
＝
取
・
鮫
島
元
成
八
段
、受
・

下
山
陽
邦
六
段

◇
古
式
の
形
＝
取
・
道
場
良
久
八
段
、

受
・
眞
喜
志
慶
治
七
段

「講道館護身術」「古式の形」

「投の形」「柔の形」

披露された形演武
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ニュース　合気会鏡開き式

　

公
益
財
団
法
人
合
気
会
の
本
部
道
場
鏡

開
き
式
が
１
月
10
日
、
東
京
都
新
宿
区
の

本
部
道
場
で
行
わ
れ
た
。
本
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
、
参
加

者
を
各
段
位
昇
段
代
表
者
と
合
気
会
職
員

の
み
と
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
配
信
し
た
。

　

式
は
午
後
２
時
に
始
ま
り
、
植う
え

芝し
ば

守も
り

央て
る

合
気
道
道
主
が
年
頭
の
挨
拶
に
立
ち
、「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
世
界

中
が
翻
弄
さ
れ
続
け
な
が
ら
新
し
い
年
を

迎
え
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
し
っ
か
り
と

歩
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
例

年
で
す
と
約
１
千
人
の
方
々
が
集
う
中
で

の
鏡
開
き
式
で
す
が
、
今
年
は
残
念
な
が

年頭の挨拶を述べる
植芝守央合気道道主

合
気
会 

合
気
道
本
部
道
場
鏡
開
き
式

 
コ
ロ
ナ
禍
で
粛
々
と
実
施

植芝充央本部道場長による奉納演武

昇段代表者への証書授与

昇段代表者と記念撮影する植芝道主（前列左から２人目）

ら
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
奉
納
演
武
、
昇
段
免
状
授
与
式
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
世
界
中
に
配
信
し
、
よ
り

多
く
の
方
々
に
こ
の
鏡
開
き
式
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
た
だ
く
と
い
う
形
を
取
り
ま
し

た
。
新
し
い
年
を
よ
り
良
く
、
希
望
に
満

ち
た
年
に
し
て
い
く
た
め
に
深
く
物
事
を

考
え
な
が
ら
前
に
向
か
っ
て
歩
ん
で
い
か

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は

日
頃
の
稽
古
を
通
じ
て
養
っ
た
和
合
の

心
、
お
互
い
を
尊
重
し
合
う
心
で
培
っ
た

絆き
ず
なを
大
切
に
、
互
い
に
支
え
合
っ
て
今
年

も
し
っ
か
り
前
へ
向
か
っ
て
進
ん
で
ま
い

り
ま
し
ょ
う
」
と
述
べ
た
。

　

次
に
植う
え

芝し
ば

充み
つ

央て
る

本
部
道
場
長
に
よ
る
奉

納
演
武
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
推
薦
昇

段
者
発
表
及
び
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ

た
。
初
段
か
ら
七
段
ま
で
の
各
段
位
昇
段

者
の
代
表
者
と
八
段
昇
段
者
の
谷た
に

正ま
さ

喜き

氏

に
植
芝
道
主
よ
り
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

　

授
与
式
の
終
了
後
、
多た

田だ

宏ひ
ろ
し本

部
道
場

師
範
が
挨
拶
を
述
べ
、
本
年
の
鏡
開
き
式

は
終
了
し
た
。
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中
売
発
評
好
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可
認
物
便
郵
種
三
第
日
四
十
二
月
一
十
年
二
十
四
和
昭

　

五
巻
通

五
五

号

　

人
行
発

　

男
出
日
井
臼

　

人
集
編

　

生
芳
藤
三

　

所
行
発

　

館
道
武
本
日
人
法
団
財

　〒
102
8321

　０
３

６
１
２
３
（

）

４
１
５

７

座
口
替
振
）
直
（

　

十
二
成
平

五
年
一

発
日
八
十
二
月

行

）
行
発
日
八
十
二
回
一
月
毎
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

所
売
発

　

　〒
101
8381

　

０
話
電

３

８
３
２
３
（

）

１
８
１
０

　

行
発

　
　

　

館
道
武
本
日

月

　刊
心技体 人を育てる総合誌

平成２５年１月２８日発行（毎月１回２８日発行）通巻５５５号　昭和４２年１１月２４日第三種郵便物認可

●

談
対
別
特
春
新

 

「

育
教
の
塾
私
・
校
藩

」

田
沖
・
永
松
）
下
（

〇
二

三
一

号
月
2
年

月刊

MONTHLY MAGAZINE THE“BUDO” FEB. 2013

VOL. 555

シリーズ　中学校武道授業の充実に向けて・合気道
マンガ・武道のすすめ《相撲・双葉山定次②》

熊澤美裕紀
田代しんたろう

吉村作治
小林保雄
小泉吉永
長濱文子
加藤伊三男
山神眞一
伊東　潤

評

好

載

連

巻頭リレーエッセイ
私の指導法・合気道
江戸「人間教育」の知恵
なぎなたに夢を馳せて
尾張貫流
役に立つ少年剣道指導法
実録　戦国北条記

武道の源流を訪ねて 横瀬知行

色紙に書く座右の銘 安藤綾信

武道の可能性を探る 半藤一利

松永　光・沖田行司　　　
「藩校・私塾の教育」（下）

新春特別対談

三
五
価
定

〇
円

　

五
体
本

〇

円
五




